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つの課題である開催時期については 7〜8 月は日程調整が難しいため 10〜1 月の開催とし、親子クリニック









































































で最多となる3 校40 名の参加となった。 
 
表1 平成28年度開催日時及び参加者 













































写真2 中学生クリニック（GK 練習） 
武蔵丘短期大学紀要 第26巻 




Ⅲ 平成 29 年度 
1．事前準備 










































































































































で 7 月〜1 月の開催となっている。親子クリニック
においてはできるだけ7月に開催したいと考えてい
るが、各家庭の夏休みの計画等を考えると、かなり
早い時期に日程を決める必要があり調整が難しい。
よって今後は10月〜1月の時期に2回開催すること
で調整し、クリニック開催前にハンドボール未経験
者を対象とした「ボール投げ教室」の実施を検討し
ていきたい。 
スポーツ振興くじ助成の終了に伴い、平成 29 年
度から全てのスポーツイベント事業が武蔵丘 SC で
の自主運営となったため、このクリニックも参加費
から全ての運営費を精算することとなった。そのた
めこれまでと同じ参加費では運営費が不足するため、
参加費の大幅な見直しが必要となった。幸いにも参
加者の理解が得られ、大きなトラブルなくクリニッ
クを運営することができたが、今後は参加者の確保
がクリニック開催に大きく影響することになるため、
広報活動及び開催時期については余裕を持って準備
できるよう取り組む必要があると考えている。 
学生補助においては、平成 28 年度は、本学ハン
ドボール部員、平成 29 年度は本学ハンドボール部
員及び健康スポーツ演習（ハンドボールゼミ）を履
修している学生にもクリニックの運営・サポートに
携わる場を設けた。これはハンドボール部員だけで
なく、できるだけ多くの学生に学ぶ機会となってい
る。特に健康スポーツ演習の学生の中にはアスレテ
ィックトレーナーの勉強をしている学生もおり、ハ
ンドボールの指導法だけでなく、救急体制など必要
な準備について事前に役割分担を決め、運営・進行
について確認したことで、それぞれができる範囲で
クリニックのサポートについて考え取り組むことが
でき、貴重な経験にすることができた。ハンドボー
ル部の学生においてはこれまで練習したことを活か
し，現役選手と一緒に子どもたちの指導を行うこと
でコミュニケーション能力を養うとともに、指導法
についても学ぶ機会にすることができた。このよう
なクリニックが続けられるのも、大崎電気ハンドボ
ール部の協力によるものであるが、参加者だけでは
なく補助員として手伝っている学生にとっても貴重
な機会となっていることから、今後もさらなる改善
を続けながら、武蔵丘ハンドボールクリニックを継
続させていきたいと考えている。 
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